
平成２８年度定例第１回理事会議事録メモ	

期	 日	 平成２８年７月２日(土)１５：３０～	

場	 所	 正田醤油スタジアム群馬会議室	

	

１	 開	 会	 	 川崎副会長	

	

	 	 高橋勝則競技運営委員長をしのんで黙祷	

	

２	 あいさつ	 海野副会長	

	 	 オリンピックイヤーであるが、本件関係者は、北島選手が選ばれた。2020年のオリン

ピックに向けて選手育成を進めたい。高校で活躍した選手が、進学してもさらに向上して

いた。これからも、選手育成に力を注ぎたい。群馬県スポーツ協会としても、オリンピッ

ク、パラリンピック選手強化にむけて、陸上競技から塩尻、諸田２名の選手が選抜された。

陸上が群馬のスポーツ界を引っ張っていくようにご尽力いただきたい。	

	

３	 出席確認	 	 	 	 	 理事総数５８名	 出席３３名、委任２１名	 計５４名	

	

４	 報	 告 
第１号	 日本陸連、関東陸協関係、全日本実業団連合関係（理事長） 
日本陸連関係はリオの選手選考等特に動きはない。 
関東陸協関係は、本年度の事業計画、予算案等が示された。関東高校駅伝、関東高校選

抜合宿が本年度主催事業となっている。今年度も秩父宮章の推薦ができる。 
実業団連合関係は、６月に５者会議が開催され、今年度も群馬開催が決定した。9月、11

月と会議をし、12月に県の全体会議を行い準備を進めていきたい。 
ぐんまマラソンのコース変更に伴い準備が進んでいる。ぐんまマラソンの実行委員とし

て、理事長、副理事長、事務局長があたることになった。関門とランナーストップを中心

に群馬陸協審判員を配置していきたい。 
 
第２号	 中体連、高体連関係 
中体連（委員長） 
	 通信大会が終了し、全国中学大会長野大会の標準記録突破者がでた。関東大会出場選手

も決まった。7月の総体で最終的に全国関東の出場選手が決定する。 
来年度、関東中学駅伝が開催される。渋川陸上競技場のリニューアルに伴い使えないた

め、来年度は前橋市総合運動公園で開催することになった。いろいろな面でご協力いただ

きたい。今回協賛広告についてもご協力いただければお願いしたい。 
 

高体連（委員長） 
役員改選があり、組織が一部変更になった。関東大会出場者、全国 IH出場者の名簿をお

示しした。男子は 13校 57種目、女子は 14校 31種目にわたり全国 IH岡山に出場する。 



関東高校駅伝の要項案を提示した。広告協賛についてもご協力をお願いしたい。関東選

抜合宿は、昨年に引き続き行われる。ご協力お願いします。 
 

第３号	 委員会報告 
群馬陸協組織について（理事長） 
	 新たに田中恵一氏を競技運営委員長にお願いした。 
普及委員会（委員長）	

	 全国交流大会予選会を開催した。7月8月に練習会を行い、日産スタジアムの大会に向け

て頑張りたい。よろしくお願いします。	

事務局（事務局長）	

	 安川電機の北島選手（中央高校出身）がオリンピック選手になった。群馬県登録ではな

いが、本県関係であるので、海外派遣壮行金を支出した。なお、群馬県スポーツ教会から

も同様にいただいた。	

	

議長選出	 	 海野副会長	

	

５	 協議事項	

第１号	 平成２７年度決算について（財務委員長） 
会計事務所と契約をして、５月２５日に監査を行い、決算書を作成確認してもらい、税

務署に報告してもらった。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 承認 

 
第２号	 第７１回国民体育大会岩手大会の候補選手案について（強化委員長） 
資料にあるとおり、候補が２９名枠を超えている。国体予選、インターハイ、関東中学

まで勘案し、強化委員会に一任していただきたい。なお、決定者については、後日報告す

る。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 承認 
 

第３号	 その他 
①	 群馬県障がい者陸上競技協会の設立について（事務局）	

	 群馬県における障碍者の陸上競技について、群馬陸協が負うという形をとりたかったが、

障がい陸上競技協会を設立して、群馬陸協が社会に認知してもらうということでもぜひ設

立したい。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 承認	

	

②	 群馬陸協トレーニングセンター事業の実施について	

（副会長）実践していくなかで、徐々に進めていってもらいたい。	

（理事）選抜者は、毎回違ってもいいのか？	

（副会長）成果も含めて確認をしていく方向で進めてもらいたい。	

（理事）駅伝効果で長距離は各年代で成果が出ている。短距離はなかなかトップレベルの



選手が少ないように思う。１３年後の次回国体を考えて、種目を絞たりしてやったらいい

のではないか。	

（議長）始めることについて承認していただき、内容は、もう少し吟味して行うことでい

かがか？	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 承認	

	

６	 その他	

	 全日本マスターズ大会の開催について（群馬県マスターズ陸上競技連盟中沢会長）	

	 おかげさまで、日本でも2番目に会員数の多い団体となったこともあり、第40回記念大会

2019年9月中旬に全日本マスターズ大会を開催することになった。競技会開催にあたり、群

馬陸協のご協力をお願いしたい。今年は新潟県で開催されるので視察し今後につなげてい

きたいと考えている。ご協力をお願いしたい。	

（中沢会長、大谷大会事務局長、岡田理事長、鈴木事務局長補佐、高橋事務局長）	

	

（理事）小学生総体の審判員にももう少しご協力いただきたい。	

	

７	 閉	 会	 	 杉本副会長	


